
（件  名） 

令和５年度市政懇談会 参加者アンケート集計結果 
 

１ 調査対象 令和５年度市政懇談会参加者 

２ 回答状況 参加者：326 人  回収数：292 枚  回収率：89.5％ 

３ 集計結果 

 
 
 

  回答数 構成比 

10 歳代 9 3.1% 

20 歳代 5 1.7% 

30 歳代 6 2.1% 

40 歳代 11 3.8% 

50 歳代 25 8.6% 

60 歳代 160 54.8% 

70 歳代 67 22.9% 

80 歳代 3 1.0% 

無回答 6 2.1% 

合計 292 100.0% 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

 

  回答数 構成比 

広報菊川 37 11.4% 

市ホームページ 15 4.6% 

自治会からの連絡 228 70.4% 

コミ協からの連絡 14 4.3% 

市公式 SNS（LINE 等） 13 4.0% 

その他 17 5.2% 

合計 324 100.0% 

 あなたの年代は 

 【問１】 今回の市政懇談会を何で知りましたか【複数回答】 
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  回答数 構成比 

とても満足 17 6.3% 

満足 129 47.6% 

普通 114 42.1% 

不満 11 4.1% 

とても不満 0 0.0% 

合計 271 100.0% 

 
 
 
【回答を選択した理由】 

■「とても満足」の理由 

・自分の住んでいる地域の方が活発な意見交換をし

ている姿を見て菊川市について日ごろから考え

ている人が多くいることが嬉しかったから 

・去年も参加。真面目な取り組みだと思います 

・具体的なことが知れた 

■「満足」の理由 

・色々な取り組みへの多さに満足 

・市事業活性化に向けて努力している様子が聞けた 

・直接市長から市政の取り組みを聞けた 

・市政の取り組みがよく分かった 

・取り組みについて理解できた 

・市の取り組みが分かった 

・市取組について詳しく説明を聞いて理解できた 

・菊川に来て 3年、分からないことばかりでしたが

市の取り組みがわかった 

・市が行っている事業を知ることができた 

・人生 100 年時代の進め方がわかりました 

・説明が分かりやすかった 

・大変分かりやすかった 

・市長の説明が分かりやすく各部長からの詳細説明

も丁寧だった 

・色々な種類の質問が出ていたから 

・返答がしっかりしていて安心した 

・住みたいまち菊川の向上 

・日頃活字で拝見する記事を生声で詳しく聞けて良

かった 

・立場のある人が集まる機会です。もう少し時間が

欲しい 

・茶業に力を入れたい、工業も入れたい 

■「普通」の理由 

・意見交換ができて良かったと思う 

・高校生の参画はよかった 

・市政一般的 

・参加者が発言できる時間を 

・市長の説明時間を少し少なくしてはどうか 

・対処の難しい事項も発表して欲しかった 

・菊川に住み続けて初めて参画した 

・空き家、田畑、今後の対策と計画はあるのか？ 

・人口を増やす中で、登校路、通勤路の整備ができ

ていないのが残念 

■「不満」の理由 

・市長の話が長すぎる 

・質問形式ではなく地域住民との意見交換ができる

ような形式にしてほしい。市民参加ではなく市民

参画形式でお願いします 

・テーマに対し説明時間が少なく理解できない点が

あった 

 【問２】 今回の市政懇談会の総合的な満足度を教えてください 
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  回答数 構成比 

とても分かりやすい 33 12.0% 

分かりやすい 176 64.0% 

どちらとも言えない 64 23.3% 

分かりにくい 2 0.7% 

とても分かりにくい 0 0.0% 

合計 275 100.0% 

 
 
 
 
 
 
 

  回答数 構成比 

短かった 19 6.9% 

ちょうど良かった 217 79.2% 

長かった 37 13.5% 

その他 1 0.4% 

合計 274 100.0% 

 
 
 
 
 
 
 

  回答数 構成比 

短かった 38 15.6% 

ちょうど良かった 182 74.6% 

長かった 21 8.6% 

その他 3 1.2% 

合計 244 100.0% 

 
 
 

 【問３】今回のテーマの説明内容はいかがでしたか 

 【問４】 テーマに関する説明時間はいかがでしたか 

 【問５】 懇談（意見交換）の時間はいかがでしたか 
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■人口減少対策 

・大学誘致などの教育について子どもが他県の大学

に進学し帰ってこない(50 代) 

・人口の減少をどう抑えていくか（60 代） 

・人口減少対策は大変重要です（80 代） 

・人口増加の対策(70 代） 

・住みたい、住み続けたい(40 代) 

・住みたいまち菊川のアピール内容（60 代） 

・菊川には何があるか、ぜひ一度行ってみたいと思

うようにするには何をどうすればよいか（70 代） 

■産業振興 

・茶畑の荒廃が進んでいる状況（60 代） 

・茶畑減少対策は？行政参加でも行うべき（70 代） 

・お茶だけで（60 代） 

・イノシシ、カモシカおよびジャンボたにし等、農

業へ支障を与える。動物への市の対策等（70 代） 

・若者の就労拡大、雇用環境の状態は（70 代） 

・雇用と所得を増やすための方策（50 代） 

・企業誘致など仕事が多様でないと定住しにくい

(50 代) 

・観光に関すること（70 代） 

■子育て・教育 

・子供増に対する政策（50 代） 

・少子化(非婚化)への効果が見込まれない 

・継続して少子化対策に取り組んでいただきたい。

それを懇談会で取り上げ続けてほしい（60 代） 

・小学生の通学路は安全であるか(60 代) 

・子どもの科学教育について藤枝市は研究機関や大

学と連携して色々な取り組みを行っている。菊川

市は何か考えているのか（60 代） 

・菊川市における学校教育の方向について(70 代） 

■健康・福祉 

・高齢者のコミュニケーションの場を（60 代） 

・高齢者問題をもっと表現してほしい（70 代） 

・高齢者など介護が必要な方への取組（介護の予防

対策だけではなく）（70 代） 

 

・生活弱者への支援策として買い物、通院する交通

手段(60 代) 

・菊川市全体の介護施設の入居状況（待機期間がど

のくらいか）（60 代） 

■基盤整備 

・菊川駅周辺の活性化（50 代） 

・駅北まちづくりは特に地元の話題であるので掘り

下げての案内・説明が欲しい。(西方地区は堀田南

以外、駅北地域なので)(60 代) 

・道路の関するタイムスケジュール(60 代) 

・道路の新設・改良等長期的な取り組み(70 代） 

・運転免許証を返納したら生活ができない町、コミ

ュニティバス、タクシーのほか、夜間移動の対応

など（60 代） 

■治水・防災対策 

・災害対策（60 代） 

・防災・減災対策(60 代) 

・防災について（60 代） 

・治水対策が必要な場所について、専門家をまじえ

ての意見交換会を開催してほしい(60 代) 

・治水に関するタイムスケジュール(60 代) 

・水の動向(70 代） 

■環境 

・ゼロカーボンシティに向けた取り組み（60 代） 

・再生エネルギー、東京都では各家屋根に太陽光発

電をつけるようになっているが菊川市では予定

あるか、太陽光発電補助金拡大しているか（50 代） 

・ゴミ問題（焼却場の更新）、費用、将来のごみ焼却

費用の高騰（ゴミ袋 20 円？）（70 代） 

・河川堤防の美化(西方川)（60 代） 

・墓地の土地を増やしてほしい（60 代） 

■市政全般 

・住みたいまちづくりの推進（60 代） 

・菊川の課題と対策（60 代） 

・菊川市の未来展望（60 代） 

・菊川市を元気にするために市政と市民が共に作る

菊川市（60 代） 

 【問６】今後の市政懇談会で希望する「テーマ」はありますか 
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・市施策でありテーマは市側では OK だが市民は聞

きたいことは、事前にテーマを決めて聞きたいこ

とを、問題点を出す(本数や字数をきめておく) 

・行政取り組み状況は分かりやすく理解できるが、

その前の背景や問題や課題も説明していただけ

るとさらに理解が深まると思います。(60 代) 

・少子化、農業について（60 代） 

・防災・外国人・財政と税（50 代） 

・駅周辺都市計画、少子化対策、健康づくり（60 代） 

■地域振興 

・地元の具体的な長年の課題に対する意見交換の場

を設けてほしい(60 代) 

・できれば開催地域に関するテーマを１つか２つ入

れてもらえばいいと思います（70 代） 

・地元の困りごとを中心とした懇談会を希望（70代） 

・市と集落のかかわり（60 代） 

・市政と住民のつなぎ手である自治会役員の負荷軽

減について、行政と自治会の分担の在り方(働き

ながらでもやれる程度) 

・不採用要望はどうするのか？毎年申請するのは自

治会長の負担が大きい。どうやって解決していく

のか。（60 代） 

・各地区から要望があると思います。採用されるの

は何％？ 

・横地のことをもう少し具体的に話し合えたらよい

(70 代) 

・西方地区の問題に集中して説明していただきたい

（60 代） 

・小笠東地区に要点を絞ったテーマ設定（60 代） 

■その他 

・市町村民税に関すること（70 代） 

・地方自治体が進めている DX の推進（60 代） 

・行政は一番のサービス業のさらなる具体化（70代） 

・総合計画について（20 代） 

・市の財政について今後に取り組み（60 代） 

・食料、作物（70 代） 

・今日出た問題を深く進めていただきたい（60 代） 

・菊川と旧小笠地域の交流(20 周年)発展したか（60

代） 

・生活中心で視点をもう少し絞ってみたら（70 代） 

・テーマ化するのもいい（60 代） 

・市に対しての希望・要望などフリートーク（60 代） 

・市政の説明は興味深いが市民の気持ち、悩みに沿

った内容はできないか（70 代） 

・人生 100 年時代高齢者のみでなく今の若い人たち

の人生の生き方について施策を展開してもらい

たい（70 代） 

・治水、ごみ関連の質問の回答が全く回答になって

いない(60 代) 

・市長の説明の「継続性が必要」思いつきや、一過

性の行事ではだめ、改善は継続しないと(70 代) 

・リニア工事の水問題について首長の一部に容認の

動きがあるようだが、菊川市長は市民の水を守る

立場で毅然と対応してもらいたい。市政について

ついて意見を聞く機会が無いので設けてくださ

い（60 代） 

■開催方法 

・もっと小さいコミュニティで開催した方がいい

（50 代） 

・市民全体を参加対象に年１回くらいアエルなどで

開催したらどうか 

・高校生意見をもっと聞く時間を増やしてほしい

（60 代） 

・こども若者参画宣言があるので市政懇談会の若者

版の開催はどうか。土曜開催で小中高生、保護者

も増えると思います（40 代） 

・自治会長会との合同開催では、自治会長さんはた

くさん参加するが時間が短すぎるのでは（70 代） 

・現在のやり方は自治会役員しか参加しない。もっ

と多くの人が参加する会にしてほしい（70 代） 

 【問７】その他、「開催方法」等ご意見がありましたらご記入ください 
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■参加者 

・多くの人の参加を、多くの人に市長の話を聞いて

もらいたい(60 代) 

・各年代の人たちに参加してもらったら良いのでは

(60 代) 

・参加者の年齢を平均化する、各年齢から参加者を

選出する（60 代） 

・30 代、40 代対象の懇談会（60 代） 

・女性の参加を望みます（60 代） 

・男性の参加者がほとんどなので女性の参加者を増

やすといい 

・懇談会の出席者は男性だけで特に子育て、健康な

どは女性の関心でもあり女性参加の施策を検討

（70 代） 

・女性や若い人が参加できるように工夫をしてもら

いたい（60 代） 

・女性が参加する会、働き世代が参加する会の開催

が出来たらいい（土日の休日開催）（50 代） 

・若者が市政懇談会に参加する方策の考えは(60代) 

・もう少し若い人が集まるような開催場所や時間を

考えた方が色々な世代が集まっていい(10 代) 

・子ども、わかものが参加しやすく声が聞けると思

う(40 代） 

・若い人が参加できるようになったらいい（40 代） 

■意見交換 

・付箋の活用が大変いいと思いま(50 代) 

・付箋方法も一つの方法だが、意見交換のやりやす

さの点で少し難があると思う。（司会もやりにく

いのでは？）もっと活発に意見交換できる方法を

考えてみてはどうか。（70 代） 

・書いたものだけではよくない（60 代） 

・口頭での質問にも対応いただきたい（60 代） 

・付箋だけで住民の声がない（70 代） 

・質疑応答の時間を多くとってほしい。（60 代) 

・もう少し意見交換の時間が欲しかった(70 代) 

・質問に対して部長の回答が長い（60 代） 

・テーマ以外の自由討議（質問・意見）の時間を取

る事（70 代） 

・もっと要点を絞って回答。時間が無駄に経過して

します。「これもやってる、あれもやってる」と紹

介で終わっている。広報やホームページで紹介し

ていることはいらない（60 代） 

・関心のテーマ別のグループ対議(60 代） 

・あらかじめ意見、質問等を把握して時間内にまと

めて解答するとよい(60 代)  

・地区別の課題を事前に調査することはできません

か？市からの一方的な説明より興味が少し湧く

と思います（60 代） 

■開催日時 

・午後 5 時からにしてほしい（70 代） 

・開始時間６時半は少し早い（60 代） 

・平日は仕事があるため出席しづらい（60 代） 

・開催日を休日にするか仕事からの参加が厳しいの

で時間をもう少し遅らせてくれたらいい(50 代) 

・土日の開催は女性の出席率 UP（70 代）・この実施

日時だと現役の若い世代が参加できない(60 代) 

・時間厳守（50 代） 

・もう少し早い時期に実施してほしい（60 代） 

・年に２回程度実施してほしい(70 代） 

■その他 

・回答は書面で欲しい（60 代） 

・聞いただけでは忘れる（60 代） 

・みんなの意見をまとめて配布してほしい（60 代） 

・PR の方法を考えていくことが必要（60 代） 

・アーカイブ配信をして誰でもいつでもどこでも見

れる形がいい(20 代) 

・どこか一つの会場で撮影して（20 代） 

・現状で OK だと思う（60 代） 

・参加者の意見をしっかり聞き取れたと思う（60代） 

・現状でいい（60 代） 

・継続は力なり（60 代） 

・現状でいいと思う落ち着いて聞いて話せる（70代） 

・現行方法でいいです（80 代） 

・ボランティアさんありがとうございました(60代) 

・話し方が早い、耳が悪く聞き取れない、ゆっくり

話して（70 代） 
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